
渡
道
、明
治
37
年
上
喜
茂
別（
現
栄
）に
牧
場
開

設
の
た
め
入
地
し
た
。大
面
積
の
牧
場
を
経
営

す
る
傍
ら
、上
喜
茂
別
駅
逓
所
を
開
設
す
る
な

ど
、各
方
面
で
活
躍
し
た
開
拓
の
先
駆
者
で
あ

る
。ま
た
、伊
勢
松
は
子
弟
の
教
育
に
熱
心
で
、

上
喜
茂
別
特
別
教
授
所（
旧
栄
小
学
校
）創
設
に

努
力
し
、学
校
用
地
を
寄
付
し
た
。大
正
7
年
、

三
宅
農
場
関
係
者
が
頌
徳
碑
を
建
立
、平
成
4

年
現
在
地
に
移
転
さ
れ
た
。

�
南
部
団
体
入
植
跡
地

「
南
部
」の
呼
称
は
、青
森
県
東
部
か
ら
、岩
手

県
北
部
に
至
る
通
称
で
、
こ
の
地
域
か
ら
北
海

道
へ
の
移
民
集
団
を
南
部
団
体
と
呼
ん
で
い

る
。連
年
の
凶
作
か
ら
北
海
道
に
再
生
の
道
を

求
め
、明
治
35
年
岩
手
県
本
宮
村
を
中
心
に
鷹

羽
喜
太
郎
を
団
長
と
す
る
5
戸
34
名
が
当
時
の

上
尻
別
（
現
福
里
）に
集
団
移
住
し
た
。
碑
は
、

昭
和
43
年
関
係
者
に
よ
り
建
立
さ
れ
、昭
和
56

年
現
在
地
に
移
設
さ
れ
た
。

�
庚
申
堂

喜
茂
別
郷
土
研
究
会
発
行
の「
ヌ
プ
リ
」1
号

に
は
、「
北
海
道
に
は
め
ず
ら
し
い
・
庚
申（
こ
う

し
ん
）碑
」と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。建
立
の

由
来
に
つ
い
て
、川
口
国
雄
談
「
私
の
母
を
は

じ
め
、付
近
に
は
四
国
出
身
が
多
く
、弘
法
大
師

を
信
仰
し
昭
和
2
年
の
秋
に
建
立
し
た
。」
と

あ
る
。こ
の
庚
申
碑
は
正
面
上
方
に
庚
申
（
か

の
え
さ
る
）像
を
刻
み
、下
方
に
三
匹
の
猿
を
彫

っ
て
あ
り
、病
気
治
癒
等
の
祈
願
を
行
っ
て
い

た
。

�
喜
茂
別
馬
頭
観
音
碑

開
拓
期
に
お
い
て
馬
の
果
た
し
た
役
割
は
、

極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
。駅
逓
で
は
交
通

と
輸
送
の
た
め
、農
家
に
と
っ
て
は
農
耕
と
運

搬
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ

り
財
産
で
あ
っ
た
。馬
頭
碑
建
立
は
、馬
の
霊
の

安
ら
か
な
る
事
を
願
う
と
共
に
、馬
が
病
気
に

か
か
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
願
い
建
立
さ
れ
、

町
内
各
所
に
祀
ら
れ
て
い
る
。喜
茂
別
神
社
境

内
の
碑
は
、町
内
で
最
も
古
く
明
治
44
年
に
建

立
さ
れ
た
。

�
地
神
の
碑

明
治
開
拓
期
以
来
、民
間
信
仰
と
し
て
故
郷

か
ら
伝
承
し
て
き
た
も
の
の
一
つ
に
地
神
信
仰

が
あ
り
、春
と
秋
に
は
祭
り
が
行
わ
れ
地
域
の

様
々
な
願
い
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。留
産
の
地

神
碑
は
珍
し
く
他
に
類
例
が
な
い
。天
照
大
神

（
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
）な
ど
五
神
の
名
の

石
柱
と
、同
じ
台
座
に「
木
花
咲
耶
姫（
こ
の
は

な
さ
く
や
ひ
め
）」を
山
神
碑
と
し
て
祀
り
、馬

頭
碑
を
加
え
た
三
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。大
正

5
年
に
建
立
さ
れ
た
。

�
福
島
団
体
入
植
跡
地

明
治
44
年
89
戸
4
0
0
人
が
山
梨
団
体
に
北

接
し
て
4
地
区
に
分
か
れ
て
入
地
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。開
墾
地
の
条
件
が
悪
く
開
拓
の
苦
労

が
容
易
で
な
く
、そ
の
多
く
が
数
年
の
う
ち
に

転
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。入
植
後
20
年
を
経
過

し
た
昭
和
5
年
記
念
碑
を
建
立
し
た
。

�
阿
部
嘉
左
衛
門
の
墓

喜
茂
別
最
初
の
入
植
者
。天
保
9
年（
1
8
3

8
年
）宮
城
県
に
生
ま
れ
、明
治
4
年
伊
達
藩
移

住
と
あ
わ
せ
渡
道
、同
年
東
久
世
開
拓
使
長
官

か
ら
伊
達
邦
成
が
命
を
受
け
、阿
部
嘉
左
衛
門

ほ
か
2
名
を
喜
茂
別
に
入
植
さ
せ
た（
伊
達
市

史
）。明
治
8
年
フ
ル
ボ
ッ
ケ（
相
川
押
切
宅
付

近
）で
駅
逓
所
を
再
開
、喜
茂
別
神
社
境
内
の
馬

頭
観
音
碑
の
建
立
な
ど
、本
町
の
先
覚
指
導
者

と
し
て
定
住
し
た
。明
治
45
年
8
月
74
歳
で
没

し
、相
川
共
同
墓
地
上
手
中
央
に
葬
ら
れ
て
い

る
。
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�
壮
渓
珠
駅
逓
所
跡
地

駅
逓
所
は
、開
拓
の
た
め
北
海
道
に
渡
っ
て

く
る
人
や
、旅
を
す
る
人
の
宿
泊
所
と
し
て
、さ

ら
に
郵
便
の
業
務
も
取
り
扱
っ
て
い
た
北
海
道

独
特
の
も
の
で
あ
っ
た
。壮
渓
珠
駅
逓
所
は
、明

治
42
年
に
開
設
さ
れ
、明
治
45
年
長
家
国
太
郎

に
引
き
継
が
れ
開
拓
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
が
、開
拓
の
完
了
や
鉄
道
の
開
通
に
よ
り
昭

和
21
年
に
制
度
自
体
が
廃
止
さ
れ
た
。壮
渓
珠

駅
逓
所
は
北
海
道
の
開
拓
を
知
る
上
で
貴
重
な

建
物
で
あ
る
た
め
、北
海
道
開
拓
の
村
に
移
築

さ
れ
展
示
さ
れ
て
い
る
。

�
２
３
０
号
開
拓
　
北
門
開
拓
像

東
本
願
寺
は
、明
治
政
府
が
開
拓
使
に
よ
る

北
海
道
の
開
拓
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
と
、そ

の
開
拓
政
策
に
協
力
し
新
道
の
開
削
を
進
め
、

移
民
を
奨
励
す
る
と
と
も
に
布
教
活
動
を
進
め

る
方
針
に
よ
り
、明
治
3
年
東
本
願
寺
新
門
現

如
上
人（
当
時
19
歳
）ら
一
行
が
伊
達
か
ら
札
幌

に
至
る
1
0
3
km
を
1
万
8
千
両（
現
在
の
2

億
円
）を
投
じ
、わ
ず
か
1
年
3
ヶ
月
で
本
願
寺

街
道（
現
在
の
国
道
2
3
0
号
）を
完
成
さ
せ
た
。

昭
和
42
年
東
本
願
寺
の
関
係
者
に
よ
り
中
山
峠

頂
上
に
建
立
さ
れ
、峠
を
越
え
て
い
く
人
々
の

無
事
を
祈
る
よ
う
に
立
っ
て
い
る
。

	
比
羅
夫
神
社

云
わ
れ
は
、
女
帝
斉
明
天
皇
の
5
年（
６
５

９
年
）阿
部
比
羅
夫
が
蝦
夷
討
伐
の
際
、後
方
羊

蹄
（
し
り
べ
し
）
を
政
所（
役
所
）と
し
、郡
領

を
置
い
て
帰
っ
た
。と『
日
本
書
紀
』に
記
さ
れ

て
い
る
。幕
末
の
探
検
家
松
浦
武
四
郎
が
、日
本

書
紀
の
記
事
内
容
か
ら『
後
方
羊
蹄
山
は
、政
所

の
古
址
（
こ
し
）で
あ
る
』と
唱
え
、
明
治
28
年

河
井
篤
叙
が
政
所
を
確
信
、大
正
2
年
稲
村
道

三
郎
に
呼
び
か
け
比
羅
夫
神
社
を
創
祀
し
た
と

さ
れ
て
い
る
。



国
鉄
胆
振
線
喜
茂
別
駅
跡

大
正
8
年
の
倶
知
安
か
ら
京
極
ま
で
鉄
道
開

通
の
後
、胆
振
鉄
道
株
式
会
社
に
よ
り
昭
和
3

年
京
極
か
ら
喜
茂
別
ま
で
開
通
し
た
。念
願
で

あ
っ
た
開
通
式
は
開
村
以
来
の
祝
賀
行
事
が
展

開
さ
れ
た
と
あ
る（
当
時
の
駅
舎
は
現
在
の
ち

び
っ
子
広
場
付
近
）。昭
和
16
年
伊
達
ま
で
が
開

通
し
、昭
和
19
年
国
鉄
に
買
収
さ
れ
胆
振
線
と

な
っ
た
。そ
の
後
、国
道
の
整
備
に
よ
り
利
用
客

が
減
少
し
、70
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ
胆
振
線
が

昭
和
61
年
11
月
廃
止
さ
れ
た
。

�
開
村
記
念
碑

昭
和
13
年
開
村
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、喜

茂
別
神
社
境
内
に
開
村
記
念
碑
が
建
立
さ
れ

た
。

碑
文大

正
6
年
4
月
　
胆
振
国
真
狩
村
ヨ
リ

分
村
、同
時
ニ
2
級
町
村
制
試
行

大
正
9
年
6
月
　
同
国
徳
舜
瞥
村
字
尾
　

路
園
ノ
一
部
ヲ
合
併

昭
和
13
年
8
月
　
経
済
更
生
特
別
助
成

村
ニ
指
定
、同
年
9
月
全
村
字
名
改
称
、

並
ニ
地
番
整
理
ヲ
実
施
セ
ラ
レ
シ
永
久

記
念
ト
シ
テ

�
お
大
師
山

喜
茂
別
小
学
校
の
前
方
の
丸
い
山
が「
お
大

師
山
」と
い
わ
れ
、苔
む
し
た
88
体
の
石
仏
が
迎

え
て
く
れ
る
。昭
和
の
初
期
、森
芳
太
郎
が
霊
示

を
受
け
、信
仰
の
た
め
お
堂
を
構
え
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
、そ
の
後
川
口
貞
吉
、杉
本
直
治
ら

の
世
話
人
に
よ
る
祈
祷
所
が
設
立
さ
れ
た
。石

仏
は
薬
師
如
来
、千
手
観
音
な
ど
14
種
で
そ
れ

ぞ
れ
に
寄
進
者
名
が
記
さ
れ
昭
和
5
年
建
立
と

あ
る
。頂
上
に
は
小
さ
な
太
子
堂（
聖
徳
太
子
像

安
置
）が
祀
ら
れ
て
い
る
。



三
宅
伊
勢
松
頌
徳
碑

明
治
元
年
香
川
県
に
生
ま
れ
、25
歳
の
と
き
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中
山
峠
森
の
美
術
館

喜
茂
別
の
歴
史
を
探
る

喜
茂
別
の
歴
史
を
探
る


